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世界史プリント（１－２）

生徒番号（ ）氏名

第１章 オリエントと地中海世界 １ 古代オリエント世界

ａ、オリエント世界の風土と農耕・牧畜の開始 （教ｐ２１～２２、図４６）

①オリエントとは、今日の[1 中東 ]を

さす。

もとの意味は a) 太陽の昇る方向

②地理的特徴

△大河川にそう２つの農耕地帯

[2 ナイル ]川＝エジプト

[3 ティグリス ]・[4ユーフラテ
ス ]川＝ [5 メソポタミア ]

現在の b) イラク

△この地域を取りまく草原や砂漠→そ

のなかに [6 オアシス ]が点在す

る

③この地域に住む人→ [7 農耕 ]民と [8 遊牧 ]民が混在する

→豊かさを求めて移動をくりかえす

交通の要衝→[9 商業 ]の発達

④農耕・牧畜の開始＝約[10 ９０００ ]年前＝[11 ジャルモ ]遺跡[12 イェリコ ]遺跡など

前７０００年

初期の農耕…[13 雨水 ]にたよる乾地農法、[14 肥料 ]をもちいない略奪農法

↓

メソポタミアで[15 灌漑 ]農法がはじまる→人口の増加と非農業人口の増加

↓

非農業民（ 16 神官（指導者）・戦士、職人（手工業者）、商人 ）のすむ[17 都市 ]の

形成

農村…農耕や牧畜により 、[18生産 ]活動が行われているところ

都市…農村で作られた生産物を[19 消費 ]するところ。そのような人の住んでいるところ

→消費者=農村での生産活動に従事しないものとは？
１）[20 神官 ]や[21 戦士 ]など→指導者（→しだいに支配者へ）

2)農業以外の生産者＝[22 職人（手工業者） ]

3)生産物の流通にかかわる[23 商人 ]

ｂ、シュメール人の都市国家（教ｐ２３、図４７）

①メソポタミア南部…前[24 ３５００ ]年から人口急増、神殿を中心とした大村落が発展

５５００年前

前[25 ３０００年 ]までに[26 シュメール ]人の都市国家（[27 ウル ][28 ウルク ]など）が

形成される→[29 交易 ]によって互いに競い合い、莫大な富が形成される。
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壮大な[30 神殿 ][31 宮殿 ][32 王墓 ]などが残される

国家とは c) 一つのルールが適用されるエリア
↓

支配者＝「ルールを作り守らせる人」←→「守らせられる人」＝被支配者

都市国家…ルールを守る範囲が[33 都市 ]だけ、あるいはその周辺に限られている国家

→国家の最初の形態（←→[34 領域 ]国家）

文字（[35 楔形 ]文字）の使用、銅や[36 青銅 ]など金属器の普及

前[37 ２４ ]世紀、[38 アッカド ]人（セム系）に滅ぼされる

→広大な領域国家を作る

[39 語族 ]…人類を同系統の言語グループ、ないしそれを話す人々の集団で分類するやり方

→主な語族[40 インド＝ヨーロッパ族 ]（ヨーロッパ・インド・イランなどに分布）

[41 セム族・ハム族 ]（中東諸国）

日本人は…文法面ではウラル＝アルタイ語族に近いが、語彙は大きく異なり、諸説がある。

ｃ、メソポタミアの統一と小アジア（教ｐ２３～２４、図４７）
①前１８世紀、アムル人（セム系）が[42 バビロニア第一王朝 ]をおこす。

[43 ハンムラビ ]王が 44 全メソポタミアを支配 、[45 ハンムラビ法典 ]を発布

世界最古の 法典

特徴(1)46 「目には目を」の復讐法 (2)47 身分によって刑罰が異なる

※ハンムラビ王の存在はなぜわかるのか？→ d) 粘土板に残された文字の解読が可能になったため

[48 粘土板 ]に[49 楔形 ]文字を記す（[50 シュメール ]人が開始→多くの民族が使用）

(※くさび形文字はイギリスの[51 ローリンソン ]が解読)

②[52ヒッタイト ]人（[53 インド＝ヨーロッパ ]系）

前[54 １７ ]世紀、[55 小アジア ]に建国

↓

[56 鉄製武器 ]と戦車を使用し、[57 バビロニア第一王朝 ]を滅ぼし、シリアで[58 エジプト新王国 ]

と争う

③[59カッシート ]人、南メソポタミアに侵入、バビロニアを支配

④[60 ミタンニ ]王国、北メソポタミアからシリアに領土を広げる→[61 ヒッタイト ]に服属する

⑤メソポタミアの文化

宗教＝[62多神教 ]、王は[63 最高の神官 ]として人々を統治する

[64６０進法 ]や太陰暦（[65 閏年 ]の設置）、七曜制、


